
【活動方針】

•ＥＳＧ投資に関連する署名機関の実践に向けた対応促進。な
お、気候変動関連を中心にポジティブ／ネガティブインパクト
（例：労働者の人権問題等）を考慮しつつ、より広い視点で課題
解決に向けたに取り組みを進める。
•年度を通じたテーマは2019年度と同様「ＥＳＧ金融大国となるた
めのとるべき戦略」のアクションプランの実効性の向上。3回程
度の開催を想定。

保険業務WG運用・証券・投資銀行業務WG

時期 内容

9/29 第１回ＷＧ

12/11 第２回ＷＧ

3/3
第３回

（意見交換会）

資料1-2

＜第1回WG＞
オンラインセミナー「コロナ後の脱炭素社会づくりにおける投資家と企業の役割」

＜第2回WG＞
オンラインセミナー
「金融がもたらすインパクト～ステークホルダーダイアログとあるべき資本市場像～」

＜第3回WG：総会の意見交換会＞

• 総会時に開催する意見交換会にて、預金・貸出・リース業務WG、持続可能な地域支援
WGと共催。テーマ候補として「21世紀金融原則過去・現在・未来～業態横断の署名金融
機関の取組と21世紀金融行動原則の今後～」。

• 2部構成で第1部は10年間の取組と課題、第2部はグループに分かれて議論（オンライン）1

https://pfa21.jp/doc_ivt/23490
https://pfa21.jp/doc_ivt/23852


【活動方針】
• 2020年度も引き続き「気候変動」はテーマとして継続し、

開催地も国内保険会社の本社並びに海外保険会社の支
社が集中する東京に絞り、情報の広い発信よりも、深い情
報提供と密な情報交換に重きをおいて開催したい。

保険業務WG保険業務WG

時期 内容

9/18 第１回ＷＧ

3月で
検討中

第２回ＷＧ

資料1-2
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<第１回ＷＧ>
オンラインセミナー
「コロナ禍を踏まえた今後のＥＳＧ取組の強化」

<第２回ＷＧ>
• 気候関連の情報開示が保険会社に及ぼす影響

TCFDには世界全体で金融機関をはじめとする1,073の企業・機関が賛同し、日本でも
損害保険協会、生命保険協会、複数の保険会社を含む248の企業・機関が賛同して

いる。今後、保険会社自体の情報開示、また投資先、保険引受先の情報開示が進
む中で、それらが保険業界にどのような影響を及ぼすのかを学ぶ。

https://pfa21.jp/doc_isr/23014


保険業務WG預金・貸出・リース業務WG

時期 内容

9/8
第1回WG

ESG金融／SDGsビジネスセミナー

①北海道開催

3/3 第2回（意見交換会）

3/8
第3回WG

ESG金融／SDGsビジネスセミナー

②岡山開催

＜第１回WG＞
• ESG金融/SDGsビジネスセミナー（北海道開催）

～アフターコロナの社会における持続可能な地域の創出に向けて～

＜第２回WG＞
• 総会時に開催する意見交換会にて運用・証券・投資銀行業務WG、持続可能な地
域支援WG と共催。テーマ候補として「21世紀金融原則過去・現在・未来～業態横
断の署名金融機関の取組と21世紀金融行動原則の今後～」。

＜第３回WG＞
• ESG金融/SDGsビジネスセミナー（岡山開催）

～アフターコロナの社会における持続可能な地域の創出に向けて～

※上記、ESG金融/SDGsビジネスセミナーシリーズは持続可能な地域支援WGと共催
※地域循環共生圏シリーズについては、持続可能な地域WGを参照
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【活動方針】
① 環境省が「地域におけるＥＳＧ金融促進事業」（2019

年度）において実施した支援、支援結果から取りまと
めた「ＥＳＧ地域金融実践ガイド」（署名機関とも共
有）の周知

② 環境省が提案する地域循環共生圏を学び、実現に
向けた地域金融機関のあり方を議論する

③ 当初想定していたTCFDについては、独立したテーマ
ではなく、上記の活動の中で取り扱う予定

https://pfa21.jp/doc_bnk/22918


【活動方針】
• 年3回のWGを行い、第1回は19年度第3回WGの続編ともなる

「ローカルな視点」、第2回はUNEPFIなどの手法とそのローカ

ルへの適用を考え、「グローバルとローカルの視点を融合」す
る。そして第3回は、コロナ禍における具体的なインパクトとし

て重要な「健康・安全・快適性」などに焦点を当てた特別企画
を実施する。

環境不動産WG環境不動産WG

時期 内容

8/26 第１回ＷＧ

12/18 第２回ＷＧ

3/12 第３回ＷＧ
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＜第１回ＷＧ＞
＜ローカルの視点＞オンラインセミナー「地域における金融機関とまちづくりの接点」

＜第２回ＷＧ＞
＜グローバルとローカルの視点＞オンラインセミナー「国際的なインパクト評価手法の
解説と日本・ローカルにおける適用可能性」

＜第３回ＷＧ＞

＜特別企画＞オンラインセミナー「コロナ禍後のワークプレース・不動産に求められる
役割」

https://pfa21.jp/doc_prp/22942
https://pfa21.jp/doc_prp/24083
https://pfa21.jp/doc_prp/24083


【活動方針】

• 環境省による地域循環共生圏の実現こそ本ＷＧの
目指すものと認識、共生圏実現に向けた、地域金融
機関の役割や取組について、様々なテーマ（切り口）
ごとに、議論を行っていく。

保険業務WG持続可能な地域支援WG
時期 内容

8/27 第１回ＷＧ 地域循環共生圏①

10/15 第２回ＷＧ 地域循環共生圏②

2/15 第３回ＷＧ 地域循環共生圏③

3/3 第４回（意見交換会）

資料1-2
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＜第1回WG＞
「地域における金融機関のあり方を考える」オンラインセミナー＜金融ソリューションのラ
インアップ＞「地域循環共生圏とは何か」

＜第2回WG＞
「地域における金融機関のあり方を考える」オンラインセミナー＜金融ソリューションのラ
インアップ＞「地域経済循環分析を実務に繋げよう！」

＜第3回WG＞
「地域における金融機関のあり方を考える」オンラインセミナー
「地域循環共生圏」づくりに取り組むために～「いまさら聞けない」シリーズ第1弾～

＜第4回WG＞
総会時に開催する意見交換会にて運用・証券・投資銀行業務WG、預金・貸出・リース業
務WG と共催。テーマ候補として「21世紀金融原則 過去・現在・未来～業態横断の署名
金融機関の取組と21世紀金融行動原則の今後～」。

※上記、地域循環共生圏シリーズは預貸WGと共同開催
※ESG金融／SDGsビジネスセミナーシリーズについては、預貸WGを参照

https://pfa21.jp/doc_cmt/22927
https://pfa21.jp/doc_cmt/23717
https://pfa21.jp/doc_cmt/24478
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